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認
知
症
の
多

く
は
慢
性
的
に

起
こ
る
。
だ
か

ら
、
問
題
行
動

の
前
か
ら
本
人
が
自
覚
し
て

い
た
り
、
家
族
が
気
が
つ
い

た
り
す
る
。「
こ
の
頃
、
物

忘
れ
が
酷
く
て
」
と
い
う
人

の
多
く
は
固
有
名
詞
の
物
忘

れ
が
前
駆
症
状
ら
し
い
。
私

は
小
ま
め
に
メ
モ
を
取
る
。

が
、
メ
モ
し
た
場
所
を
忘
れ

る
。
言
辞
記
憶
が
怪
し
く
な

る
と
す
ぐ
に
辞
書
を
調
べ

る
。
が
、
何
語
の
辞
書
の
記

載
だ
っ
た
か
を
忘
れ
て
、
容

易
に
解
決
し
な
い
。

　

鞄
を
忘
れ
て
終
着
駅
の
西

明
石
ま
で
取
り
に
行
っ
た
こ

と
は
過
去
２
度
ほ
ど
あ
る
。

あ
れ
は
飲
み
過
ぎ
の
せ
い

で
、
今
は
そ
れ
ほ
ど
飲
め
な

い
か
ら
安
全
で
あ
る
。

　

家
族
旅
行
で
私
は
一
行
に

は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
当
時
６
歳
の
孫
が

「
爺
、意
味
も
目
的
も
な
く
歩

き
回
る
の
は
徘
徊
っ
ち
ゅ
う

ん
や
で
」
と
、
そ
の
口
達
者

が
印
象
的
だ
っ
た
の
で
家
族

だ
れ
も
が
覚
え
て
い
る
。
最

近
の
私
は
仕
事
以
外
の
時

は
、ほ
ぼ
寝
た
き
り
で
あ
る
。

　

「
徘
徊
と
寝
た
き
り
と
両

方
同
時
は
な
か
ろ
う
。
毒
舌

癖
は
、
権
力
者
に
は
向
か
う

が
家
族
に
は
な
さ
そ
う
や
」

と
少
し
安
心
さ
れ
て
い
る
。

今日の数字

51．2％
　「8020」達成者の割合。２日
発表の2016年歯科疾患実態調
査結果から。過去最高を記録。

成
功
報
酬
と
施
設
基
準
で
抑
制

保険で良い歯科を求めて

過去

未来
現在現在

④・

・
宇
佐
美
宏
保
団
連
歯
科
代
表
に
聞
く

―
―
１
９
９
０
年
代
後
半
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歯
科

診
療
報
酬
の
特
徴
は
。

　

90
年
代
後
半
か
ら
厚
労
省

は
長
期
維
持
管
理
路
線
を
一

貫
し
て
進
め
て
い
る
。
そ
の

始
ま
り
は
96
年
の
補
綴
物
維

持
管
理
料
の
導
入
だ
。

　

補
管
で
は
、
①
２
年
間
の

包
括
②
保
証
書
の
義
務
付
け

③
非
算
定
医
療
機
関
は
70
／

１
０
０
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
―

―
が
設
定
さ
れ
た
。
算
定
し

た
後
に
二
次
う
蝕
に
な
っ
た

り
、
か
ぶ
せ
た
歯
が
欠
け
た

り
し
た
場
合
に
は
、
維
持
管

理
に
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と

で
補
綴
物
の
修
理
・
新
製
が

保
険
適
用
外
に
な
っ
て
し
ま

う
。
裏
を
返
せ
ば
、
補
管
の

点
数
は
成
功
報
酬
と
い
う
こ

と
だ
。

　

長
期
維
持
管
理
路
線
は
成

功
報
酬
方
式
の
診
療
報
酬
で

あ
り
、
新
た
な
医
療
費
抑
制

シ
ス
テ
ム
と
い
う
重
大
な
問

題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

―
―
補
管
の
導
入
に
よ
る
影

響
は
。

　

２
０
０
０
年
の
改
定
で
は

「
か
初
診
」
が
導
入
さ
れ

た
。
５
項
目
の
施
設
基
準
の

一
つ
に
補
管
が
位
置
付
け
ら

れ
、
厳
し
い
算
定
要
件
を
設

定
。
膨
大
な
文
書
提
供
や
カ

ル
テ
へ
の
詳
細
な
記
載
、
審

査
・
指
導
の
強
化
な
ど
、
診

療
に
大
混
乱

を
招
い
た
。

医
療
機
関
の

差
別
化
・
選

別
化
の
狙
い

が
鮮
明
に
な

っ
た
。

　

保
団
連
の

反
対
運
動
な

ど
で
06
年
に

「
か
初
診
」

は
廃
止
に
な

っ
た
が
、
日

歯
の
汚
職
事

件
も
あ
っ
て

06
年
改
定
は

〝
報
復
改
定
〞
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
厳
し
い
内
容
と
な
っ

た
16
年
」と
、96
年
か
ら
の
長

期
維
持
管
理
路
線
の
歯
科
医

療
費
を
比
べ
る
と
、
補
管
が

入
っ
た
96
年
を
境
に
右
肩
上

が
り
か
ら
横
ば
い
に
転
じ
て

い
る
。
長
期
維
持
管
理
が
診

療
報
酬
の
抑
制
に
利
用
さ
れ

た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

―
―
長
期
管
理
と
選
別
化
政

策
が
強
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

そ
ん
な
な
か
、
16
年
改
定

で
出
て
き
た
の
が
「
か
強

診
」
だ
。
11
項
目
の
厳
し
い

施
設
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
算
定
で
き
ず
、
同
じ
診

療
行
為
で
も
医
療
機
関
に
よ

っ
て
点
数
が
異
な
る
「
一
物

多
価
」
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
の
表
向
き
の
理
由

は
、
疾
病
の
重
症
予
防
や
生

涯
管
理
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
へ
の
対
応
だ
が
、
▽

か
強
診
▽
在
宅
専
門
診
療
所

▽
一
般
診
療
所
―
―
に
区
分

け
し
、
医
療
機
関
の
選
別
化

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
か

強
診
で
は
疾
病
の
重
症
化
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
持
ち
込
ま

れ
た
り
、
普
及
度
が
高
ま
れ

ば
加
算
点
数
が
改
廃
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。
一
般
診
療

所
は
選
別
化
・
差
別
化
の
な

か
で
淘
汰
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
。
患
者
が

望
む
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
も
が
」
受
け
ら
れ
る

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
と
は

ほ
ど
遠
い
方
向
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。 

（
つ
づ
く
）

た
。
一
方
、「
か
初
診
」
は

な
く
な
っ
て
も
、
長
期
維
持

管
理
路
線
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。

　

補
管
導
入
前
の
「
失
わ
れ

主な長期維持管理料と施設基準の導入の流れ

1996年補管

`00年か初診

`06年３点セット（※）

`08年歯管

`16年か強診
※歯科疾患総合指導料、継続管理診断料、継続指導料

13議員に署名が手渡された＝１日、東京

11／３に日常診療経験交流会
「健康長寿の鍵は〝口〟にあり」

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
演
題
を
募
集

　

協
会
は
、
第
７
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
11
月
３

日
、
保
険
医
会
館
・
保
険
医
協
同
組
合
会
館
で
開
く
こ
と

を
決
め
た
。
実
行
委
員
長
の
吉
田
裕
志
副
理
事
長
（
写

真
）
が
演
題
発
表
と
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ル
っ
て
な
に
？
」
と
題
し
、

福
岡
市
・
原
土
井
病
院
の
岩

佐
康
行
氏
（
同
病
院
歯
科
摂

食
栄
養
支
援
部
部
長
）
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
岩

佐
氏
は
、
一
人
ひ
と
り
に
あ

っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
リ

応
募
テ
ー
マ
（
分
科
会
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

①
日
常
診
療
に
お
け
る
工
夫
や
悩
み
、
ト
ラ
ブ
ル

② 

明
日
か
ら
の
診
療
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ア
イ
デ
ア
と

経
験
交
流

③
在
宅
医
療

④
他
職
種
連
携
な
ど
医
科
歯
科
連
携
の
取
り
組
み

※ 

発
表
時
間
25
分
（
質
疑
応
答
含
む
）、
８
月
10
日
締

め
切
り
。
詳
細
は
事
務
局
（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７

４
６
７
）
ま
で

　

第
７
回
日
常
診
療
経
験
交

流
会
は
「
健
康
長
寿
の
鍵
は

〝
口
〞
に
あ
り
」
を
テ
ー
マ

に
開
き
ま
す
。
午
前
に
分
科

会
、
午
後
に
記
念
講
演
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
の
大
き
な
目
的
の

一
つ
は
、
日
頃
の
経
験
・
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
日
常
診

療
に
光
を
あ
て
、
参
加
者
が

日
々
の
医
療
実
践
を
共
有

し
、
自
由
な
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
で
す
。
分
科
会
で
は

「
４
つ
の
テ
ー
マ
」
を
設
け

ま
し
た
。
実
り
あ
る
交
流
会

と
な
る
よ
う
、
多
く
の
会
員

の
演
題
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

午
後
の
記
念
講
演
で
は
、

「
健
康
長
寿
の
鍵
は
〝
口
〞

に
あ
り
〜
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
現
場
の
第
一
人
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
病
院
歯
科
は
全

国
で
も
珍
し
い
高
齢
者
歯
科

病
院
で
あ
り
、
健
康
長
寿
を

支
え
る
病
院
と
し
て
有
名
で

あ
る
こ
と
は
先
生
方
も
ご
存

知
の
と
こ
ろ
で
す
。
歯
科
診

療
室
か
ら
で
き
る
健
康
長
寿

の
た
め
の
口
腔
ケ
ア
な
ど
に

つ
い
て
、
貴
重
な
お
話
が
伺

え
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
１
日
、
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
が
主
催
し
た

中
央
要
請
行
動
に
参
加
。
戸

井
逸
美
副
理
事
長
、
三
井
泰

正
副
理
事
長
ら
、
12
人
が
大

阪
選
出
の
国
会
議
員
に
歯
科

医
療
の
改
善
を
訴
え
た
。

　

議
員
と
の
面
談
で
は
、
①

窓
口
負
担
軽
減
②
保
険
適
応

範
囲
の
拡
大
③
歯
科
医
療
費

予
算
の
増
額
―
「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
」
署
名
の
要
望

３
点
の
実
現
を
求
め
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
清
水
忠
史

衆
議
院
議
員
（
共
産
）
は
、

「
歯
科
医
療
全
体
が
厳
し
い

状
況
の
中
で
、

歯
科
技
工
士
が

非
常
に
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ

て
い
る
。
歯
科

医
療
改
善
に
向

け
て
一
緒
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
、

請
願
署
名
１
０

０
０
筆
を
受
け

取
っ
た
。

　

ま
た
、
辰
巳
孝
太
郎
参
議

院
議
員
（
共
産
）、
宮
本
岳

志
衆
議
院
議
員
（
共
産
）
も

請
願
署
名
１
０
０
０
筆
、
８

０
０
筆
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
取

っ
た
。

　

当
日
は
国
会
内
で
、「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
」
署
名

提
出
集
会
が
行
わ
れ
、
全
国

か
ら
２
３
０
人
が
参
加
。
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
寄
せ
た
国

会
議
員
13
人
に
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
」
請
願
署
名
３
万
筆

を
提
出
し
た
。

（
３
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

大
阪
選
出
議
員
に
請
願
署
名
託
す

請願署名にご協力を

　協会では、「保険で良い歯科
医療」の実現を求める請願署名
に取り組んでいる。患者に手渡
しできるポケットティッシュ付
署名のご要望は協会（06-6568-
7731）まで。

技
工
問
題
で
経
産
省
に
要
請

独
禁
法
適
用
質
す
全国連絡会

国会行動

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
は
１
日
、

経
済
産
業
省
か
ら
歯
科
技
工

に
関
す
る
取
引
に
つ
い
て
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。
大
阪

か
ら
戸
井
逸
美
副
理
事
長
と

事
務
局
が
参
加
し
、
清
水
忠

史
衆
議
院
議
員
（
共
産
）
が

同
席
し
た
。

　

連
絡
会
は
、
厚
労
省
大
臣

告
示
に
お
け
る
歯
科
技
工
物

の
取
引
と
独
占
禁
止
法
と
の

関
係
、
歯
科
補
綴
物
の
外
注

技
工
の
取
引
な
ど
に
つ
い
て

の
見
解
を
質
問
。
雨
松
真
希

人
会
長
は
、
技
工
士
の
劣
悪

な
環
境
を
改
善
す
る
た
め

に
、
解
決
策
を
示
し
て
ほ
し

い
と
要
請
し
た
。


